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■ 新雇用創出事業：4,060万円
子育て中の女性に対する就労復帰に向けた支援
や農工商を含めたさまざまな市内企業を支援し、
名張市の産業の活性化に取組みます。

■ 広域観光連携推進事業：1,301万円
奈良県下の 5市村と連携し、新たな地域資源の
掘り起こしや商品企画などを行い、外国人旅行
者の誘客を図ります。

平成 29年度の主な事業内容
3つの重点戦略から見た

  財政経営室　  63‐7403　

元気創造プロジェクト：1億 766万円

■ 民間保育所等施設整備補助金
　 ：4億6,484万円
待機児童の解消に向けた保育の拡充を図るため、
幼保連携型こども園 2園と、小規模保育事業所
1園の施設整備に対する補助を実施します。
また、遊具修繕に対する補助も行います。

■ 地域型保育事業：2億9,376万円
0 歳児から 2歳児を対象とする地域型保育事業
（家庭的保育事業・小規模保育事業・事業所内保
育事業）を引き続き推進し、待機児童の解消を
図ります。

■ がん対策事業、生活習慣病予防
　 重点プロジェクト事業：1億1,357万円
がん検診の重要性や受診方法などに関する個別通
知を行い、受診率の向上を図ります。
また、生活習慣病予防と重症化の予防および特定
健診の受診率向上対策に取り組みます。

■ 地域福祉教育総合支援システム
　 構築事業：1,275万円
複合的な生活課題を抱える対象者に対し、ワン
ストップ窓口で応対するため、エリアディレク
ター（包括的相談員）を配置し、包括的・横断
的な支援の取組を進めます。

若者定住促進プロジェクト：9億 1,370 万円

生涯現役プロジェクト：2億 5,158 万円

平成 29年度施政方針
施政運営について市長が述べる
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地域産業の振興と名張の元気の創造

産み育てるにやさしいまちづくり

まちじゅう元気推進都市宣言

※全文は市ホームページで公開しています


